ポイント１　保険料と税
重要度　中
ポイント
変額保険の保険料を支払った場合、定額保険と同様に生命保険料控除の対象となります。（個人が一定の要件を満たす場合）
ただし、変額年金保険については、「個人年金保険料控除」ではなく、「一般生命保険料控除」の対象となる点注意が必要です
なお、一時払契約については、契約した年についてのみ控除の対象となる点も押さえておきたいポイントです。

生命保険料控除
個人の場合、支払った生命保険料等の一定額を所得から控除することができます。（支払う税金が減ります）
生命保険料控除には、一般生命保険料控除、個人年金保険料控除、介護医療保険控除があります。
[bookmark: _GoBack]控除額はそれぞれが所得税で最高4.0万円、住民税で最高2.8万円であり、３つの合計で所得税12万円、住民税7万円までが控除されます。
